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様式第４号（第４条関係） 

 

  出張報告書 

幹 事 長 印 経理責任者印 

  

  

令和元年 7 月 3 日(水) 

     幹事長 

         渡辺豊子  殿 

 

                                          出張者氏名 渡辺豊子  

                              二見裕子 

   下記のとおり報告します。 

 

  １．出 張 先  厚生労働省老健局 

  ２．出張日時   令和元年 7 月 3 日（水）  

  ３．出張用務（宿泊を要する場合はその事由） 

   厚生労働省老健局（地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金）への要望活動                                   

  ４．旅    費 

   （交通費） 

   関空～羽田（航空券）￥28740（往復）× 2 人分＝￥57,480.－ 

   羽田～恵比寿～霞が関（東京モノレール、JR 山手線、東京メトロ乗車券） 

         （￥490＋￥170＋￥170）×2 人分＝￥1,660.－ 

   桜田門～永田町～羽田（東京メトロ、JR 京浜東北線、東京モノレール乗車券） 

         （￥170＋￥170＋￥140＋￥490）×2 人分＝￥1,940 

   関空～熊取 （JR 阪和線） 

          （￥460）×2 人分＝￥920.－ 

                                                        計 62,000 円                 

                                      

  ５．報    告 

 ＜内容＞  

 藤原町長に随行し、厚生労働省老健局へ要望活動を行った。 
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〇午前中はくまとり親善大使・くまとり PR 大使の委嘱を行うために、（株）ハイ

ウエイスター（東京都渋谷区広尾 1-3-14）へ、町長に随行。 

  熊取町出身アニソン歌手の喜多修平氏を訪問、ご挨拶、名刺交換を行った。 

  くまとり親善大使・くまとり PR 大使の委嘱を行った。 

〇午後からは、厚生労働省老健局へ「介護予防拠点の耐震化等にかかる要望書」を

提出。 

 老健局長 大島一博氏と名刺交換し、藤原町長から要望書を手渡し、要望内容を

説明した。 

 財務大臣政務官 伊佐進一衆議院議員の秘書 小西康夫氏（公明党）も同席。 

  ＜要望内容＞国の「防災・減災、国土強靭化のための 3 か年緊急対策」として、

地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金を活用し、介護予防の拠点である老人

憩の家の耐震補強工事を推進していきたい。また、制度の継続（補助対象事業の

継続）を要望。 

   老健局長からは、健康長寿、介護予防に向けての地域の拠点づくりとして、本

町の取り組みについて、評価していただき、3 年間の緊急対策として、前向きな

回答を頂いた。 

 〇午後 3 時全国町村会館で行われた「全国防災・危機管理トップセミナー」に町長

出席。随行し参加。 

   １．開会あいさつ  内閣府特命担当大臣 総務大臣 

   ２．「平成 30 年北海道胆振東部地震からの教訓」 

             北海道厚真町 町長 宮坂尚市朗氏 

   時間の都合で、後は受講できなかった。 

 （感想） 

   今回の出張の目的は、厚生労働省への陳情活動です。国の交付金を活用して、

老人憩の家の耐震化を推進することができるように、町長が要望書を直接担当の

老健局長に手渡すことができるように、公明党の財務大臣政務官の伊佐進一衆議

院議員に取り計らっていただきました。伊佐議員は公務があり同席が叶いません

でしたが、伊佐議員の計らいにより、老健局長が直接対応してくれ、前向きに検

討していただける回答を頂けたことが、陳情活動の大きな成果と考えます。 
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（株）ハイウエイスターの喜多修平氏を訪問 

藤原町長よりくまとり親善大使「くまとりPR大使」

を委嘱 

厚生労働省に陳情活動 

老健局長 大島一博氏と面談 

「介護予防拠点の耐震化等にかかる要望書」を 

藤原町長から手渡し要望。 










